
【銀行融資に持参するものまとめ】

１．物件資料

・物件概要書・レントロール

・法務局資料（登記簿謄本・公図・地積測量図・建物図面等）

・売買契約書（契約を締結している場合）

・固都税明細（又は固定資産評価証明書）

・希望融資額、希望融資期間 、借入主体（個人 or 法人）まとめ



【銀行融資に持参するものまとめ】

２．本人資料

・経歴書（現住所、学歴、職歴、保有資格、家族構成等）

・ 金融資産一覧表（預貯金 、株式、保険、その他資産）

Excelで作成。さらにエビデンスとして通帳の表紙、

見開き１ページ目、最新ページをコピー。

（公庫の場合は直近６か月分のエビデンスも必要）



【銀行融資に持参するものまとめ】

２．本人資料

・身分証明書（運転免許証、健康保険証の両面）

・ 源泉徴収票、確定申告書（直近３年分）

・ 住宅ローン等の借入

（借入があれば金融機関発行の返済予定表）

・ 借家の場合、賃貸借契約書を提出



【銀行融資に持参するものまとめ】

３．配偶者 （連帯保証人資料）

・ 身分証明書（運転免許証、健康保険証の両面）

・源泉徴収票、確定申告書、直近３年分



【銀行融資に持参するものまとめ】

４．既に物件を所有している場合

・保有物件一覧表（物件名 、所在地、構造種別、土地建物面積、

建築年月、戸数、購入年 、家賃収入、融資金融機関、当初借入

額、現況及び満室家賃年収、土地建物評価額、土地建物簿価等）

・借入金一覧表及び金融機関ごとの返済予定表

・登記簿謄本 ・最新レントロール

・固都税明細又は固定資産評価証明書



【銀行融資に持参するものまとめ】

５．法人 を所有している場合

・ 法人の登記簿謄本

・ 直近３期分の決算書

正直これは最低限の資料
ここから＋α銀行員の評価を高める資

料



【銀行融資に持参するものさらに＋α】

１．購入予定物件資料の補足

・現地の写真 ・修繕履歴 ・ランニングコスト

・運営シミュレーション資料

（入居率９０％、７０％、金利２％、４％など推移させ、キャッ

シュアウトするラインを明確に説明する）





【銀行融資に持参するものさらに＋α】

２．本人資料の補足

・生命保険の解約返戻金額

・生命保険の受取人、金額、相続の方針など

・配偶者や親族の保有物件や親族の法人の概要

・親族の預貯金一覧など

自分に何かあっても銀行に迷惑をかけないことを説明する
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